



A study of ts(ツ) and ki(キ), initials












































































































































































































































































































































































































































・4 - 5 - 6の漢字は濁音であるのに片仮名に濁点が落ちているものがあり。やはり濁音に属す
る漢字は濁点を打つべきであろう。
●18の「趣」の音に「ツユイ」と「ツエ○ウ」の差がある。 「趣」の字は「康無字典」に音要・




















(彰十八世紀初頭において,漸江及びその周辺の地区には, 「ツ」 ・ 「キ」に対応する声母の二種
類の音が存在した。















































































































































































不送気 p (b t d 圭 k g
送 気 p` (p ) t` (t) ‡̀ k (k)





不送気 tS 2 ts(zh) tf tぢ(i)
送 気 tS̀ (C) ts (ch) tf ` t G (q)
渇 不送気 dZ d 夢 d5 d夢
鼻音 渇 m (m ) rg n n a 3 n g)




清 f (f s (s 冒(sh ) ∫ ぢ(Ⅹ) x h h
渇 V V Z Z (r 5 夢 甘 局

































































- 〔tぢIan 〕泉〔t.syan 〕
〔tぢy 〕
〔tJyn 〕
〔t6y 〕
〔t」yan 〕
(以下,心・邪母の例は省略する。)
今日まで,京劇の俳優は歌と「せりふ」でなお尖団音の区別に気を使っている。 〔筆者訳〕
以上が王力の説明である。清母・清母・従母に属する漢字を一字ずっ上の例から抜き出してみ
ると,
糟母:箭〔tsian〕
清母:千〔tsian〕
従母:泉〔tsyan〕
- 〔t」ian〕
- 〔t」ian〕
〔t」yan〕
となり,他の例字と同じく, 〔ts〕から〔tぢ〕へ,〔ts〕から〔ti;〕へと転化したことを示している。
併音字母で示せば〔Z〕から〔j〕へ, 〔C〕から〔q〕への音韻変化を示しているのである。
唐話纂要の「ツ」は精・清・従の各母と対応しているから,当然, 「ツ」も「j」 「q」への音
韻変化があることがわかる。また「ツ」は所謂「尖音」を表わし, 「キ」が「団音」を表わしてい
ることもわかる。従って,王力の所説と本論の(彰に見られる歯頭音の結論とは全く合致するので
ある。
そこで,両者の関係をわかりやすく示すと次の通りになる。
〔j〕・〔q]-〔ts〕・〔ts〕・〔dz〕一・一一〔tの・〔tを〕
このような音韻現象を音標対照表を参考し, 「ことば」で表現すると,次の通りになる。
「舌尖前音中の塞擦音も舌面音の塞擦音へと転化する。」
この外,正歯音が巻舌音へ転じたことについても王力も筆者も共に指摘した通りである。
要するに筆者は主として日本の「庸話纂要」と「磨光音韻」とに,王力は中国の資料に基づいた
という違いはあるが,両者の所説は全く一致しているわけであるO
以上で「唐詩纂要」の声母を示す「ツ」・「キ」と〔j〕 ・ 〔q〕との対応関係についての考察を
終る。このささやかな者寮を通して,日中両国の深い関係を更に強く感じたことであった。
1977年, 9月15日(老人の日)写完
